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安心・安全のために、九州ハイランドガイド協会はじめ脊梁を愛する方々によって
登山ルートが整備されています。

『新緑の山へGO！』



3月定例会

特別会計とその他の会計予算

　令和3年第1回定例会は、令和3年3月11日に開会し
24日に閉会しました。条例の改正や制定18件、補正予
算5件、新年度予算8件、その他工事請負契約や物品購
入契約を審議可決しました。教育長、教育委員、監査委
員の選任についても全員一致で可決しました。

　令和3年度一般会計予算は、総額118億4,500万円としました。3月の町長選挙によ
り、通常は経常経費を中心とする骨格予算となりますが、防災無線のデジタル化、体育館建設、
新道の駅構想など大型の継続事業もあり、近年の当初予算と同規模の予算額となりました。

費　目 　金額（千円）

議会費 94,426

総務費 2,103,869

民生費 3,060,131

衛生費 1,165,243

農林水産費 1,039,086

商工費 406,998

土木費 1,056,196

消防費 324,209

教育費 810,292

災害復旧費 739,320

公債費 919,636

諸支出金 95,594

予備費 30,000

令和３年度一般会計予算費目別円グラフ

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金
予備費

総　額
118億

4,500万円

特 別 会 計 名 歳　入・歳　出
国民健康保険 25億7,306万4千円

後期高齢者医療 2億6,619万8千円
介護保険 30億3,110万9千円
国民宿舎 3,972万3千円
簡易水道 687万3千円

公 営 企 業 会 計 名 収　入 支　出

水道事業 (収益) 4億6,213万5千円 3億6,272万4千円
(資本) 3,570万9千円 2億5,418万8千円

病院事業 (収益) 11億4,991万3千円 11億4,991万3千円
(資本) 2,767万6千円 5,849万7千円
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一般会計予算

令和3年度一般会計予算の主なもの

防災行政無線デジタル化事業
4億9,876万円

総事業費6億5,745万円
アナログ放送は令和4年11月終了

木造仮設住宅移築事業費
1億6,225万円

木造仮設住宅移築工事
通潤山荘駐車場/大川町住宅/南田住宅事業

山の都づくり事業
☆結婚新生活支援事業補助金
新生活を始めるための経費（住宅取得費
用、住宅賃料、引っ越しに係る経費等）を
助成。上限60万円、3件分を計上。

180万円

文化的景観保護推進事業
764万円

通潤橋周辺遊歩道整備測量設計費

中央グラウンド周辺整備事業
1億4,812万円

木材調達委託・芝生広場造成工事費

☆新型コロナワクチン接種事業
5,055万円

人件費、医薬材料費、接種委託料など

道路改良工事費
2億8,090万円

（原尾野-貸上線、須原-開田線、長谷-埋立線）
1億3,558万円

（上鶴線、水ノ田尾線）
9,122万円

（瀬戸-福良線、長谷-花立線、白小野-鶴越線）

中山間地地域総合整備事業
6,724万円

山田、長田芦屋田の区画整備

1,600万円
①創造的復興、町づくり事業
②賑わい再生、企業支援事業
③空き家改修事業
④地区集会所備品整備
⑤生ごみ処理機、太陽光、木質ストーブ等助成

※山の都創造ファンド事業

2,931万円
①農産物ブランド化事業
②山都経営塾 
③山の都地域しごと支援事業　
④矢部高魅力化プロジェクト　
⑤総合的な学習→小中学校で郷土を学ぶ
　事業

※地方創生総合戦略費

※印＝今年度最終事業。実績を分析し必要なものについては、次年度の予算化を検討
☆印＝新規事業

【災害復旧費】農災：Ｈ28年災/5,277万円　Ｈ29年災/5,020万円　土木災：Ｒ2年災/6億634万円（対象86件）

農業振興費
☆農林振興事業補助金
農業用ドローン（農薬散布用想定）導入事業

500万円
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一般会計補正予算

　令和2年度一般会計の補正予算は、10億6,800万円を追加し、総額は169億1,400万円となりま
した。主な内容は次のとおりです。

令和2年度一般会計補正予算

費　　目 事　業　名 説　　　明 金　　額

総務費 新型コロナウイルス
対策事業費

山都町事業継続支援給付金
学校保健特別対策事業 47,700

民生費

障害者福祉 障害者自立支援給付費
障害児通所給付費 41,766

児童措置費 私立保育園運営費負担金
（御岳保育園、さくらんぼ愛園、浜町乳児保育園） 34,989

農林水産業費 林業振興費 有害鳥獣捕獲隊補助助成金 17,912

商工費 観光施設管理費

そよ風パーク受変電設備改修工事
（キュービクル取替、高圧ケーブル工事） 25,520

道の駅整備事業
（設計監理、造成施設、広場整備） 387,867

土木費 社会資本整備
総合交付金事業

長谷-花立線、瀬戸-福良線　改良工事
ニ瀬本-花上線、仮屋-神の前線、米生-滝下線
町道舗装工事

47,506

教育費 中央グラウンド
周辺整備事業

総合体育館整備事業
調整池整備
長原-後谷線改良工事

257,354

災害復旧費 現年度農業施設
災害復旧 農地98件、施設142件 135,000

諸支出金 基　金

森林環境整備基金
30,408

まち・ひと・しごと創生推進基金
30,000

大矢野原演習場関連基盤整備基金
48,677

特定防衛施設周辺整備調整交付金基金
61,116

他

170,707

（千円）

外、減額した分が住宅建設費、林業費等が減額となった。内訳は治山工事、間伐材利活用推進等である。
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一般会計補正予算

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問（
中
村
）　

道
の
駅
整
備
事

業
、施
設
工
事
費
に
２
億
９
，

０
０
０
万
円
だ
が
、道
の
駅
の
賑
わ

い
は
次
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で

き
る
ま
で
だ
ろ
う
。町
が
抱
え
る
必

要
は
な
い
よ
う
に
思
う
。民
間
に
任

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。将
来
的

に
は
重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と

思
う
。建
物
を
建
て
る
計
画
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
建
物
に
は
ト
イ
レ
、情
報
発
信
、

物
産
販
売
等
の
役
割
が
あ
る
。町
の

特
産
品
や
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
所

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問（
西
田
）　
国
県
支
出
金
は
。地

方
債
の
内
訳
は
。整
備
事
業
の
設

計
監
理
委
託
料
も
あ
る
が
、昨
日

の
答
弁
で
は
ま
だ
発
注
段
階
に
な

い
と
聞
い
た
。金
額
の
説
明
を
。予

算
化
す
る
に
は
苦
労
も
あ
る
と
思

う
が
、予
算
が
残
っ
た
場
合
は
ど
う

な
る
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
財
源
に
つ
い
て
は
、国
県
支
出
金

の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
が

１
億
９
，２
０
０
万
円
。起
債
は
地

方
債
1
億
８
，７
０
０
万
円
。設
計

委
託
料
は
、建
物
に
関
す
る
も
の
。

建
物
の
監
理
委
託
料
も
併
せ
て
い
る
。

仮
に
減
額
に
な
っ
た
場
合
は
、交
付

金
の
返
還
と
な
る
。

問（
吉
川
）　

商
品
券
事
業
が

２
０
０
万
円
の
減
額
だ
。そ
の
理

由
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
商
品
券
発
行
委
託
料
の
減
額
に

つ
い
て
、事
務
費
と
特
定
郵
便
で
配

達
し
た
分
が
あ
り
、最
終
的
に
手
元

に
届
か
な
か
っ
た
分
が
減
額
と
な
っ

た
。

問（
甲
斐
）　

開
通
前
に
は
道
の

駅
が
完
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

町
の
窓
口
と
な
る
施
設
と
し
て
の

ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
。当
初
の
予

定
か
ら
延
び
て
き
て
い
る
。来
年
の

八
朔
祭
ま
で
に
は
目
途
が
立
つ
ぐ

ら
い
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
若
干
押
し
て
い
る
が
、早
く
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。開
通
に
は
必
ず

間
に
合
わ
せ
る
。

補 正 額 　金額（千円） 説　明

介護保険特別会計補正額 ▲1,163 国県支出金、支払交付金の減

国民健康保険特別会計補正額 ▲10,935 国民健康保険の減

簡易水道特別会計補正額 ▲1,320 一般会計繰入金の減（総務管理費）

病院事業会計補正額
医療収益  ▲33,187

補助金  33,187 医療収益の不足分を確保支援補助金
として繰入れ

令和2年度特別会計補正予算内訳

九州中央道 矢部インターチェンジ（仮称）の工事の様子

矢部中学校正門横 出口付近を北側から望む
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一　般　質　問

問
梅
田
町
長
が
掲
げ
る

「
高
速
道
路
の
開
通
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」。

矢
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）ま
で
高
速
道
路

が
開
通
す
る
こ
と
で
、山

都
町
に
は
ど
の
よ
う
な

効
果
が
発
生
す
る
か
。

答（
町
長
）

　
熊
本
市
都
市
圏
へ
の

通
勤
・
通
学
な
ど
、時
間

短
縮
に
よ
る
生
活
利
便

性
の
向
上
が
な
に
よ
り

も
大
き
い
。ま
た
、救
急

搬
送
や
農
産
物
等
の
物

流
も
、時
間
が
短
縮
さ
れ

る
。観
光
や
、産
業
の
振

興
に
格
段
の
効
果
が
あ

る
。さ
ら
に
、こ
の
道
路

は
、災
害
時
の
避
難
や
物

流
の
大
動
脈
と
な
る
。

問
効
果
を
見
据
え
な
が

ら
取
り
組
む
事
業
の
中

で
も
、特
に
大
き
な
影

響
を
期
待
す
る
も
の
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
以
下
の
３
点
に
力
を

入
れ
る
。①
山
都
町
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
事
業

に
掲
げ
ら
れ
た
、新
道

の
駅
の
整
備
、通
潤
橋

周
辺
整
備
、中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
整
備
。②

人
の
流
れ
を
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
町
内
へ
誘

導
す
る
た
め
、回
遊
性

を
高
め
、滞
在
時
間
を

伸
ば
し
、観
光
協
会
や

関
係
団
体
と
連
携
し
て
、

受
入
れ
態
勢
、お
も
て

な
し
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
。③
定
住
策

と
し
て
、若
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
住
宅
を
整
備
。

問
山
都
町
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
は
通
潤
橋
周

辺
の
開
発
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
、通
潤
橋

見
学
客
の
滞
在
時
間
を

長
く
す
る
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。訪
れ
た
お
客
様

の
滞
在
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
で
、山
都
町
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
こ

と
は
何
か
。

答（
町
長
）

　
滞
留
時
間
を
長
く
す

る
狙
い
の
一つ
は
経
済
効

果
で
あ
る
。来
町
者
の

町
内
消
費
を
増
や
し
て

も
ら
い
た
い
。民
俗
資

料
館
の
茅
葺
屋
根
も
葺

き
替
え
て
美
し
く
な

り
、御
小
屋
に
つ
い
て

も
、現
在
、教
育
委
員

会
と
文
化
庁
と
で
協

議
を
し
、整
備
の
方
向
。

通
潤
山
荘
や
、造
り

物
小
屋
・
文
化
の
森

等
を
周
遊
し
て
い
た

だ
き
、町
内
の
商
店
街

を
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問
滞
在
時
間
を
長
く

し
て
経
済
効
果
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
の
具

体
的
な
計
画
、あ
る
い

は
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
は
あ
る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
や
ま
と
文
化
の
森
で

は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
切
れ
目
な
く
行

い
、ま
た
、大
造
り
物
小

屋
を
整
備
し
、造
り
物

の
常
設
展
示
を
行
っ
て

い
る
。令
和
３
年
度
は

通
潤
橋
周
辺
の
駐
車
場

事
情
の
改
善
に
向
け
て
、

下
市
の
町
有
地
や
役
場

の
駐
車
場
を
活
用
し
た

臨
時
駐
車
場
の
実
証

実
験
を
行
い
、来
町
者
へ

の
行
動
履
歴
な
ど
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
う
。

そ
の
ほ
か
、起
業
支
援

事
業
補
助
金
や
、店
舗

の
改
修
等
が
必
要
な
方

に
は
、に
ぎ
わ
い
再
生

事
業
補
助
金
を
用
意
し
、

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
向
け
事
業
者
を
支

援
し
て
い
る
。

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

答　�矢部インターチェンジ（仮称）まで開通すると、移動時間の短縮によ
る生活利便性の向上が見込まれる。観光客の受け入れ態勢を強
化し経済効果を向上させ、移住定住促進の事業も更に進めていく。

『高速道路の開通を見据えたまちづくり』、
具体的に目指すものは

やまと文化の森での展示会の様子

質問の全容はこちら
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し
て
も
相
談
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
の一つ
と
し

て
、電
話
相
談
窓
口
の

設
置
に
は
取
り
組
む
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。し

か
し
、社
会
福
祉
士
等

の
専
門
知
識
を
持
つ
職

員
の
配
置
が
整
う
ま
で

は
、現
在
の
体
制
で
丁

寧
に
対
応
し
て
い
く
。

答　�女性職員に向けたステップアップセミナー。男女共同ではコーチン
グ、タイムマネージメントといった様々な研修を紹介し、受講に努め
ている。

役場内では様々な職員研修が行われているが、
男女共同参画の取組みは進んでいるのか

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

問
町
の
男
女
共
同
参
画

へ
の
本
気
度
を
確
認
し

た
い
。女
性
が
活
躍
す

る
た
め
に
は
、女
性
自

身
の
意
識
改
革
、そ
し

て
男
性
の
意
識
改
革
が

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
。役

場
内
で
は
様
々
な
職
員

研
修
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
よ
る
研
修
は
ど

の
程
度
、ど
の
よ
う
な

内
容
で
開
催
さ
れ
て
い

る
か
。

答（
総
務
課
長
）

　
女
性
職
員
に
向
け

た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
。男
女
共
同
で

は
コ
ー
チ
ン
グ
、タ
イ
ム

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ

た
様
々
な
研
修
を
紹
介

し
、受
講
に
努
め
て
い
る
。

研
修
内
容
を
職
務
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
大
切
。

問
総
合
計
画
に
お
け
る

人
づ
く
り
の
項
目
の
中

に
、自
治
振
興
区
に
お

け
る
目
標
と
し
て
、地

域
社
会
の
中
で
男
女
共

同
参
画
の
意
識
を
高
め

る
と
あ
る
。自
治
振
興

区
の
役
員
の
構
成
メ
ン

バ
ー
に
女
性
が
参
画
で

き
る
よ
う
な
制
度
の
改

革
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
女
性
の
役
員
参
画

に
つ
い
て
は
、役
員
を

依
頼
し
て
も
断
ら
れ

る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い

う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

住
民
の
半
数
を
占
め
る

女
性
が
自
治
振
興
区

等
の
活
動
に
参
加
す
る

意
義
は
大
き
く
、女
性

の
活
躍
で
成
り
立
っ
て

い
る
業
種
も
あ
り
、女

性
参
画
の
必
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え

る
。自
治
振
興
区
に
つ
い

て
は
、年
２
回
の
代
表

者
会
議
を
開
催
、先
進

的
事
例
な
ど
の
講
演
会
、

研
修
会
等
を
実
施
し
て

お
り
、女
性
部
の
活
動

も
紹
介
し
な
が
ら
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
。

問
Ｄ
Ｖ
被
害
や

派
遣
切
り
、生
活

困
窮
、子
育
て
の

悩
み
な
ど
、生
活

上
の
悩
み
に
つ
い

て
は
役
場
に
相
談

に
行
く
方
も
多
い

と
思
う
が
、ど
の

課
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
の
か
分
か
ら

な
い
、あ
る
い
は
、

課
を
ま
わ
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
相

談
し
難
い
状
況

が
伺
え
る
。ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
の
電
話

相
談
窓
口
を
創
設
し
て
、

そ
う
し
た
状
況
を
改
善

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答（
福
祉
課
長
）

　
現
在
、本
庁
、両
支
所

の
福
祉
担
当
部
署
で
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
、生

活
困
窮
者
、消
費
者
被

害
、そ
れ
か
ら
児
童
相

談
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
て
い
る
。町
と

一　般　質　問

役場に置かれている男女共同参画のパンフレットやカード

質問の全容はこちら

女性用トイレにも
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問
矢
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ（
仮
称
）が
開
通
す
る

と
、清
和
・
蘇
陽
方
面
へ

の
交
通
量
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。道
の
駅
の

清
和
文
楽
邑
の
利
用
も

大
幅
な
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、駐
車
場
の
拡

張
、駐
車
場
北
側
か
ら

の
入
り
口
の
改
修
、及

び
翁
橋
の
架
け
替
え
に

つ
い
て
、具
体
的
な
整

備
時
期
は
出
て
い
る
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
令
和
３
年
度
で
、道

の
駅
駐
車
場
内
の
段
差

の
解
消
と
新
た
な
駐

車
場
の
確
保
の
た
め
の
、

関
連
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。翁
橋
に
つ
い
て
は
、

橋
梁
施
工
業
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、現
在

概
算
事
業
費
の
積
算
を

し
て
い
る
。実
施
時
期

は
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。

問
Ｊ
Ａ
の
野
菜
集
荷

場
や
高
月
地
区
の
ラ
ン

バ
ー
や
ま
と
に
出
入
り

す
る
大
型
車
や
ト
レ
ー

ラ
ー
が
利
用
し
て
い
る

重
要
な
町
道
は
、国
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
の

た
め
に
改
良
が
必
要
で

あ
る
。高
速
道
路
開
通

を
見
越
し
た
今
、そ
の

改
良
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答（
建
設
課
長
）

　
第
２
次
山
都
町
総
合

計
画
で
は
、九
州
中
央

自
動
車
道
を
中
心
と
し

た
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の

機
能
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。こ
の
た
め
、早

期
事
業
化
を
要
望
し
て

い
る
九
州
中
央
自
動
車

道
矢
部
蘇
陽
間
を
見

据
え
た
道
路
整
備
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。朝
日
地
域
と
国
道

２
１
８
号
線
を
結
ぶ
路

線
の
重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、今
後
、改
良
に

向
け
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
る
。

問
町
は
清
和
地
区
に
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
作
る

方
針
は
。

答（
町
長
）

　
地
元
の
熱
意
が
あ
れ

ば
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
に
は
距
離
や
人
口

と
い
っ
た
概
ね
の
指
標

が
あ
る
が
、最
終
的
に

は
利
便
性
や
必
要
性
が

重
要
な
よ
う
だ
。こ
れ

ま
で
に
何
回
か
国
交
省

に
も
お
願
い
を
し
て
い

る
。今
後
も
住
民
の
熱

意
と
必
要
性
を
強
く
訴

え
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
現
在
全
面
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
清
和

地
区
の
大
矢
川
に
架
か

る
天
神
橋
は
、歩
行
者
、

特
に
高
齢
者
や
子
供
た

ち
の
よ
う
な
車
を
運
転

で
き
な
い
人
に
と
っ
て
は

日
々
の
生
活
に
必
要
な

橋
だ
。せ
め
て
歩
行
者

や
自
転
車
等
は
通
れ
る

よ
う
、全
面
通
行
止
め

を
解
除
で
き
な
い
か
。

答（
建
設
課
長
）

　
平
成
30
年
度
の
点

検
診
断
で
、つ
り
橋
の
メ

イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
等
に
破

損
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
。

補
修
及
び
架
け
替
え
を

検
討
し
た
が
、塗
料
の

塗
膜
の
中
か
ら
特
別
産

業
廃
棄
物
で
あ
る
低
濃

度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
検
出
さ

れ
た
。こ
れ
を
処
理
す

る
た
め
に
は
、特
別
産

業
廃
棄
物
管
理
責
任
者

の
資
格
を
発
注
者
側
が

持
っ
て
お
ら
ね
ば
な
ら

ず
、取
得
の
準
備
を
し

て
い
る
。

一　般　質　問

甲
か い

斐　重
しげあき

昭 議員

答　�九州中央自動車道を中心としたアクセス道路等の機能強化は第2
次総合計画にも入っており、道路改良は必要な事業だと認識して
いる。

清和地区の南北を結ぶ町道は、重要な産業道路となっ
ている。高速道路開通を見据えた改良工事が必要だ

大矢川に架かる天神橋

質問の全容はこちら
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一　般　質　問

答　�清和地区の施設も考慮したが、会場の広さや部屋数、駐車場の広
さが不十分だった。

新型コロナワクチンの集団接種会場が清和地区
に設定されなかったのは何故か

藤
ふじわら

原　秀
ひでゆき

幸 議員

問
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
続

く
中
、令
和
３
年
度
の

税
収
減
の
見
込
み
は
。

ま
た
、令
和
２
年
度
山

都
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
第
３
号
の

歳
入
の
部
に
、国
民
健

康
保
険
税
の
減
額
が
２
，

５
０
０
万
円
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、コ
ロ
ナ
の
影

響
か
。

答（
税
務
住
民
課
長
）

　
経
済
調
査
協
会
等
に

よ
る
と
、景
気
動
向
指

数
が
前
年
比
79
％
で
あ

り
、令
和
３
年
度
の
当

初
予
算
で
は
、税
額
を

減
額
し
て
い
る
。特
に
営

業
所
得
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
る
。法
人
町
民

税
も
、令
和
３
年
度
は

減
額
の
見
込
み
で
あ
る
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　
本
議
会
で
の
減
額
補

正
は
、新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
減
免
を
３
月
末
ま

で
見
込
ん
だ
も
の
。約

６
５
０
万
円
を
減
額
し

て
い
る
。

答（
総
務
課
長
）

　
来
年
度
の
歳
入
の

町
税
は
、個
人
住
民
税

で
約
３
，６
７
０
万
円
、

法
人
町
民
税
で
約
１
，

３
６
０
万
円
、合
わ
せ

て
約
５
，０
３
０
万
円

ほ
ど
の
減
収
の
見
込
み
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
交
付
金
、１
次
、２
次
、

３
次
の
交
付
額
は
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
交
付
金
の
額
は
、１
次

で
約
１
億
１
，０
０
０
万

円
、２
次
で
約
３
億
８
，

０
０
０
万
円
、３
次
で

約
２
億
円
と
な
り
合
計

約
７
億
円
の
交
付
額
と

な
っ
て
い
る
。

問
１
次
、２
次
の
交
付

金
は
年
度
内
に
使
い
切

る
必
要
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、執
行
残
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
２
次
分
で
本
年
度
中

に
執
行
が
終
わ
ら
な
い

分
は
繰
り
越
す
。ま
た
、

３
次
の
交
付
金
は
、一
部

を
本
議
会
の
補
正
予
算

で
計
上
し
た
山
都
町
事

業
継
続
支
援
給
付
金
の

財
源
と
し
て
使
用
、残

り
は
令
和
３
年
度
事
業

で
活
用
す
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
会
場

が
清
和
地
区
に
は
な

く
、な
ぜ
２
か
所
な
の

か
。清
和
地
区
に
は
集

落
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、接

種
チ
ー
ム
の
移
動
や
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
組
換
え
で

対
応
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
か
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　
集
団
接
種
会
場
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
防
止
対
策

を
念
頭
に
、会
場
が
広

い
こ
と
、駐
車
場
が
広

い
こ
と
、複
数
の
部
屋

の
確
保
が
で
き
る
こ
と
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
、洋
式
ト

イ
レ
、身
障
者
用
ト
イ
レ

を
完
備
し
て
い
る
こ
と
、

室
温
管
理
が
で
き
る
こ

と
、冷
蔵
庫
の
設
置
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
選
定

の
要
件
と
し
た
。こ
れ

ら
の
要
件
を
備
え
て
い

る
施
設
と
し
て
、矢
部

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
千

寿
苑
と
蘇
陽
支
所
の
２

会
場
を
選
定
。清
和
地

区
の
施
設
も
考
慮
し
た

が
、会
場
の
広
さ
や
部

屋
数
、駐
車
場
の
広
さ

が
不
十
分
だ
っ
た
。

『各家庭に届いたワクチン接種券』大切に保管しましょう

質問の全容はこちら
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問
町
長
の
職
務
４
年
間

を
経
験
し
、行
政
と
民
間

の
仕
事
の
進
め
方
で
感

じ
た
相
違
点
は
あ
る
か
。

答（
町
長
）

　
官
と
民
を
比
較
す
る

と
、官
は
予
算
取
り
が

大
変
で
あ
り
、ま
た
、予

算
を
い
か
に
有
効
に
使

う
か
が
重
要
。民
間
は
、

予
算
も
立
て
る
が
、そ

れ
か
ら
何
を
生
み
出

し
、利
益
を
出
す
か
と

い
う
仕
事
が
重
要
と
な

る
。ま
た
、多
く
の
行
政

の
事
業
は
、議
会
の
同

意
を
得
る
必
要
が
あ
り
、

取
締
役
会
等
で
決
め

れ
ば
す
ぐ
仕
事
が
で
き

る
民
間
と
は
違
う
。更

に
一
番
の
違
い
は
、利
益

を
生
む
か
生
ま
な
い
か
。

民
間
の
会
社
で
あ
れ
ば
、

例
え
ば
体
育
館
を
造
る

に
あ
た
っ
て
も
、採
算
性

を
重
視
す
る
が
、行
政

は
町
民
の
健
康
と
福
祉
、

金
で
は
計
れ
な
い
部
分

を
行
政
が
担
う
。そ
の

違
い
は
大
き
い
。

問
防
衛
省
へ
の
対
応
に

つ
い
て
、先
日
、大
矢
野

原
演
習
場
で
火
災（
防

衛
省
で
は
こ
れ
は
野
火

と
言
う
）が
発
生
し
た

が
、地
元
住
民
へ
の
情

報
が
な
く
不
安
で
あ
っ

た
。町
と
防
衛
省
と
の

協
定
書
の
よ
う
な
も
の

を
が
っ
ち
り
作
り
、お

互
い
に
責
任
と
権
利
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

防
災
無
線
や
、ア
プ
リ

の
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ
ン
を
活

用
し
て
、野
火
情
報
と

い
う
よ
う
な
言
い
方
で
、

確
実
に
伝
わ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
っ
て
欲
し

い
が
、で
き
な
い
か
。

答（
企
画
政
策
課
長
）

　
今
後
さ
ら
に
連
絡
体

制
の
強
化
を
自
衛
隊
と

図
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

防
災
行
政
無
線
、ラ
イ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
等
も
活
用

し
な
が
ら
、住
民
の
皆

様
へ
情
報
を
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
。

問
自
衛
隊
員
募
集
の

懸
垂
幕
や
、自
衛

隊
退
職
者
の
任

用
な
ど
、町
か
ら

の
防
衛
省
へ
の
歩

み
寄
り
と
い
う
の

は
、演
習
場
が
存

在
し
、多
数
の
自

衛
隊
員
を
輩
出

し
て
い
る
山
都
町

と
し
て
は
当
然
の

こ
と
だ
と
考
え

る
。現
在
、企
画

政
策
課
が
防
衛

省
担
当
窓
口
だ

が
、防
衛
省
あ
る

い
は
大
矢
野
原
演
習
場

等
の
名
前
の
つ
い
た
部

署
を
設
け
、防
衛
省
対

応
の
専
門
職
を
置
け
な

い
か
。防
衛
省
と
の
大

き
な
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

様
々
な
施
策
の
推
進
力

と
し
て
期
待
で
き
る
。

答（
町
長
）

　
現
在
は
企
画
政
策

課
内
で
担
当
者
を
決
め

て
事
務
を
進
め
て
お
り
、

防
衛
省
、期
成
会
、そ
の

他
様
々
な
関
係
団
体
と

の
連
絡
業
務
を
し
て
い

る
。こ
れ
ら
担
当
職
員

の
職
務
内
容
が
明
確
に

分
か
る
形
を
、今
後
の

町
の
組
織
整
備
に
お
い

て
進
め
て
行
き
た
い
。

一　般　質　問

中
なかむら

村　五
いつひこ

彦 議員

答　�現在、担当職員がしっかり対応している。職務内容が明確に分か
る形を、今後の町の組織整備において進めて行きたい。

防衛省対応窓口はそれと分かる名称にし、
異動の無い専門の職員を配置できないか

大矢野原演習場での演習の様子

質問の全容はこちら
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一　般　質　問

答　�学校給食では、有機農産物をはじめ山都町産の食材を優先的に
使用していきたいと考えている。契約栽培も有効な手段の一つだと
考える。

学校給食に山都町の有機野菜を
もっと増やす方策を

西
に し だ

田　由
ゆ み こ

未子 議員

問
山
都
町
で
は
、有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
の
他
に
く
ま
も

と
グ
リ
ー
ン
農
業
の
特

別
栽
培
農
産
物
も
あ
る

が
、そ
う
し
た
安
心
・
安

全
な
食
材
を
、各
小
中

学
校
、保
育
所
の
給
食

用
に
今
以
上
に
導
入
す

る
た
め
に
、ほ
ぼ
一
年
中

使
う
ニ
ン
ジ
ン
、タ
マ
ネ

ギ
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
契
約

栽
培
と
い
う
形
に
は
で

き
な
い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
学
校
給
食
も
有
機
野

菜
の
有
効
な
販
路
先
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
。あ
ら

か
じ
め
決
ま
っ
た
量
を

生
産
・
販
売
で
き
る
の

で
、経
営
の
安
定
に
寄

与
し
、地
元
で
の
販
路

確
保
は
流
通
コ
ス
ト
の

軽
減
や
包
装
資
材
の
節

減
等
、メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問
販
路
確
保
に
向
け

て
の
取
組
や
、生
産
出

荷
拡
大
に
必
要
な
機
器

リ
ー
ス
導
入
支
援
と
い

う
の
が
農
水
省
の
事
業

と
し
て
あ
る
よ
う
だ
が
、

先
の
３
品
目
を
山
都
町

で
年
間
通
し
て
供
給
す

る
た
め
に
、手
始
め
に

冷
凍
、冷
蔵
保
存
庫
を

用
意
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
九
州
農
政
局
や
本

省
に
確
認
し
た
が
、新

た
な
栽
培
等
の
取
組
に

必
要
な
も
の
へ
の
支
援

で
あ
り
、冷
蔵
庫
の
導

入
だ
け
だ
と
難
し
い
と

い
う
こ
と
だ
。他
に
も

様
々
な
補
助
事
業
が
あ

る
の
で
、事
業
計
画
と

合
致
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
、国
県
な
ど
と
連
携

し
て
支
援
を
行
う
。

答（
町
長
）

　
契
約
栽
培
は
、そ
の

３
品
目
に
つ
い
て
は
す

ぐ
に
で
も
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。保
管
用
の
冷

蔵
庫
等
も
、そ
の
３
品

目
な
ら
ば
必
要
な
い
の

で
は
な
い
か
。ほ
と
ん
ど

の
農
家
の
方
々
が
、タ
マ

ネ
ギ
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も

１
年
中
、ニ
ン
ジ
ン
は
何

回
も
種
が
ま
け
る
と
の

こ
と
な
の
で
、数
量
が

見
え
れ
ば
契
約
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

問
有
機
農
産
物
の
普

及
は
、健
康
増
進
・
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
の
改
善
・

集
中
力
の
向
上
、さ
ら

に
は
生
産
者
の
健
康
維

持
に
も
繋
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。有
機
食
材

の
導
入
拡
大
に
向
け
て
、

国
の
支
援
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
に
も
、例
え

ば
給
食
費
を
町
で
統
一

し
て
公
会
計
化
す
る
な

ど
、何
か
一つ
で
も
実
現

可
能
な
仕
組
み
を
今
か

ら
整
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　
学
校
給
食
で
は
、有

機
農
産
物
を
は
じ
め
、

山
都
町
産
の
食
材
を
優

先
的
に
使
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
給
食
費
の
公
会
計
化

は
、本
町
で
も
検
討
し

て
い
る
が
、現
在
は
自

校
方
式
の
給
食
で
あ
る

た
め
、こ
れ
ま
で
ど
お

り
学
校
単
位
で
給
食
費

を
徴
収
す
る
方
針
。町

が
一
括
し
て
同
一
額
の
給

食
費
を
徴
収
す
る
場
合
、

給
食
を
通
し
た
各
学
校

の
特
色
あ
る
食
材
調
達

や
、食
育
、食
へ
の
関
心

に
ど
う
影
響
す
る
か
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

矢部中学校の給食調理室の様子

質問の全容はこちら
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条例一部改正・制定

条例の一部改正

【
山
都
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び

山
都
町
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　
職
員
の
病
気
休
暇
に
つ
い
て
、結
核
性
疾
患
に
つ
い
て
は
そ
の

罹
患
率
の
低
下
や
治
療
法
の
確
立
に
よ
り
、結
核
に
つ
い
て
の
特

定
規
定
を
外
す
も
の
。

【
山
都
町
職
員
の
育
児
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　
県
の
指
導
に
よ
り
、育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
職
員

に「
職
員
の
育
児
部
分
休
業
に
よ
り
任
用
さ
れ
た
短
時
間
勤
務

職
員
」を
追
加
す
る
。

【
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定
義
を
具
体
的
に
記
載
す
る

内
容
の
文
言
に
改
め
る
た
め
、関
係
す
る
条
例
を
整
理
す
る
も
の
。

【
山
都
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る

契
約
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
使
用
許
諾
契
約
」（
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
）に
つ

い
て
、「
役
務
の
提
供
」に
該
当
し
長
期
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
の
総
務
省
か
ら
の
技
術
的
助
言
に
基
づ
き
、条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
。

【
山
都
町
行
政
区
設
置
条
例
の
一
部
改
正
】

　
北
中
島
１
区
内
の
区
域（
１
区
　
瀬
戸
長
畑
）が
統
合
さ
れ

た
。従
前
よ
り
統
合
さ
れ
た
、菅
尾
、長
谷
に
つ
い
て
も
併
せ
て
改

正
を
行
う
も
の
。

【
山
都
町
道
路
占
用
料
徴
収
の
一
部
改
正
】

　
道
路
法
等
の
改
正
に
よ
り
、自
動
運
行
補
助
施
設
等
の
道
路

占
有
物
件
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。平
成
24
年
度
の
道
路
法
等
の
改
正
で
追
加
さ
れ
た
太
陽
光

発
電
施
設
等
に
つ
い
て
も
今
回
併
せ
て
改
正
を
行
う
も
の
。

【
山
都
町
が
管
理
す
る
町
道
の

構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
】

　
道
路
法
等
の一
部
改
正
に
伴
い
、道
路
構
造
法
が
改
正
と
な
っ
た
も
の
。

【
山
都
町
一
般
住
宅
及
び
復
興
一
般
住
宅
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　
町
内
の
復
興
一
般
住
宅
の
追
加
と
、入
居
選
考
に
係
る
優
先
事
項
を
追
加

す
る
も
の
。

【
山
都
町
服
掛
松
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
改
正
】

　
ロ
ッ
ジ
建
築
工
事
に
よ
る
施
設
数
量
の
変
更
に
伴
い
、施
設
数
量
と
使
用

料
を
改
め
る
も
の
。

【
山
都
町
井
無
田
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
の
一
部
改
正
】

【
山
都
町
緑
仙
峡
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
条
例
の
一
部
改
正
】

【
山
都
町
青
葉
の
瀬
交
流
促
進
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改
正
】

　
右
の
各
施
設
の
状
況
や
利
用
形
態
の

変
化
等
に
伴
い
、施
設
の
名
称
と
使
用
料

を
改
め
る
も
の
。

【
山
都
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
】

　
３
年
に一
度
見
直
さ
れ
る
介
護
保
険
料

の
見
直
し
に
よ
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

【
山
都
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
】

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
省
令
の
改
正
に
よ
り
、当
該
基
準
に
基
づ

く
関
連
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

条
例
の
一
部
改
正

緑仙峡フィッシングパーク
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請負契約・購入契約

【
町
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
】

　
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、町
長
等
の
職
務
行
為
に
関
す
る
損
害
賠
償

責
任
の一
部
を
免
責
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
改
正
に
係
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
山
都
町
営
住
宅
を
山
都
町
復
興
一
般
住
宅
に
建
て
替
え
る
場
合
等
の

入
居
の
特
例
に
関
す
る
条
例
】

　
町
営
住
宅
か
ら
復
興
一
般
住
宅
に
入
居
す
る
際
の
特
例
を
定
め
た
も
の
。

【
山
都
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
基
金
条
例
】

　
企
業
か
ら
の
寄
付
金（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
）を
、次
年
度
以
降
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
付
活
用
事
業
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
基
金

を
設
置
す
る
も
の
。

【
山
都
町
町
道
維
持
管
理
基
金
条
例
】

　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
、年
度
内
執
行
が
見
込

め
な
い
事
か
ら
基
金
化
し
、弾
力
的
、安
定
的
か
つ
効
率
的
に
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
基
金
を
創
設
し
、町
道
維
持
等
の
経
費
に
充
て
る
も
の
。

　
　
　
　 

発
委
と
は
、議
会
の
委
員
会
が
議
案
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

【
発
委
第
１
号
】　
　
　

山
都
町
議
会
委
員
会
条
例
の一部
改
正

【
発
委
第
２
号
】

山
都
町
議
会
広
報
の
発
行
に
関
す
る
規
則
の一部
改
正

　
発
委
第
１
号
、第
２
号
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
防
止
を
図
る
観
点
か
ら
、委
員
会
の
開
催
場
所
へ
の
参
集
が
困
難
と
判

断
さ
れ
る
場
合
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

【
発
委
第
３
号
】

山
都
町
議
会
会
議
規
則
の一部
改
正

　
男
女
の
議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、出
産
、育
児
、

介
護
な
ど
の
欠
席
事
由
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、出
産
に
つ
い
て
は
母
性
保

護
の
観
点
か
ら
出
産
に
係
る
産
前
、産
後
の
欠
席
期
間
を
規
定
す
る
も
の
。

　
ま
た
、請
願
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、議
会
へ
の
請
願
手
続
き
に

つ
い
て
、押
印
の
義
務
付
け
を
見
直
し
改
め
る
も
の
。更
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端

末
の
活
用
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

【
発
委
第
４
号
】

山
都
町
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
運
用
に
関
す
る
規
則
の
制
定

　
現
在
の
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、効
率
的
で
迅
速
な
議
会
運
営
・
議
案
審

議
・
情
報
の
共
有
、議
会
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、町
民
に
開
か
れ

た
議
会
の
実
現
と
更
な
る
議
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
適
正
な
使
用
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
す
る
も
の
。

工
事
名
：
矢
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
千
寿
苑
空
調
設
備
更
新
工
事

金
　
額
：
５
，６
３
７
万
５
千
円

内
　
容
：
空
調
設
備
の
老
朽
化
が
深
刻
で
あ
り
、災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

活
用
す
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
。

工
事
名
：
水
ノ
田
尾
下
鶴
線
道
路
改
良
工
事

金
　
額
：
２
３
９
万
１
，７
９
６
円
の
増
額

総
　
額
：
６
，３
３
３
万
１
，７
９
６
円

品
　
名
：
小
中
学
校
用
パ
ソ
コ
ン（
73
台
）

金
　
額
：
７
０
３
万
４
，２
８
０
円

内
　
容
：
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
対
策
に
よ
る
分
散
授
業
や
、休
校
時
の

遠
隔
授
業
に
使
用
す
る
教
師
用
パ
ソ
コ
ン
。

条
例
の
制
定

物
品
売
買
契
約

工
事
請
負
契
約

発
委

工
事
請
負
変
更
契
約
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
都
町
議
会
広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
会

■
編
集
・
議
会
広
報
委
員
会

山
都
町
議
会
事
務
局

〒
8
6
1
‐
3
5
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
浜
町
6

1（
0
9
6
7
）7
2
‐
1
2
8
9

※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）
※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能性もあります。予めご了承ください。

次の定例会は、

6月の予定です。

本誌で掲載していない3月定例会の議案と議決結果は、山都町HPに
掲載してあります。

【
教
育
長
】 

再
任

井い

で手　
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っ
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童
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徒
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実

を
支
え
ま
す
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合志市の人権教育を学ぶ
　面積53平方㎞、人口6万人、2006年合志町と西合志町が合併して発足。従来の部落差別、ハンセ
ン病医療施設、ハンセン病医療刑務所跡などがある。
　合志市中島栄治教育長より、人権教育について

◦部落差別はどこにあるのか？差別する側の心の中の問題であることの合意形成を、運動団体との間
ではかる。

◦部落差別は人権教育の出発点としては大事であるが、中心ではない。あらゆる差別を「しない」では
なく「なくす」取り組みを進める。

◦人権教育の目的は人のためではな
く、自分が自分らしく生きる、人との
絆を増やし豊かな人生を送るため。

　など、熱意溢れるお話を伺うことが
できた。人権問題にかかわる社会情
勢は刻一刻と変化している、人権教
育・啓発の目標・進め方も変化を必要
とされている、と確信した。その後、新
設開校間近の合志楓の森小学校・中
学校の視察をした。

総務常任委員会先進地視察研修　令和3年3月26日

九州脊梁山脈に咲くヒカゲツツジ

【
監
査
委
員
】 
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